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Abstract 
本論文では、首都圏を中心に保育園を展開するベネッセスタイルケアが開発した保育のパター

ン・ランゲージ「その子の宇宙が拡がり続けるためのことば」を、広島にある企業主導型保育施設

２園でのスタッフ研修で活用した。この取り組みを通じて、ベネッセグループとは異なる保育施設

におけるパターン・ランゲージの適用可能性と効果を検証した。研修を通じて、保育者は保育の

質を向上させるための具体的な改善策を見出し、スタッフ間のコミュニケーションと協力を促進し

た。本研究は一例に過ぎないが、多様な施設での実施と効果の検討を通じて、パターン・ランゲ

ージの普及と深化を目指す。 
 

1. はじめに 
1994 年にスタートしたベネッセスタイルケア（以下、

ベネッセ）の保育園1は、首都圏を中心に、2023 年

度認可保育園 61 園・4 認可外保育園の 65 園を展

開している。ベネッセの保育園のブランドメッセージ

“その子らしく、伸びていく。”を掲げ、愛着関係の形

成が重要な乳児期では応答的なかかわりを大切に

し、信頼関係を築きながら、子どもたち一人ひとりの

成長を支援している。また、幼児期には、生活集団

を異年齢で構成する異年齢保育を取り入れており、

子ども同士のかかわりを深める工夫を行っている。 

ベネッセでは、「ベネッセの保育の考え方」という

指針に基づいて保育事業を展開しており、各保育

園の園長や職員は、この理念に沿って子どもとの関

わり方を考え、創意工夫を凝らしている。しかし、各

保育園での実践の本質を保護者や社会に伝える共

通の言葉がなく、事業の拡大と共に各保育園が理

念に裏付けられた保育の質を維持し、高めることが

難しくなっていた。この課題に対応するため、ベネッ

 
1 ベネッセの保育園: https://hoiku.benesse-style-care.co.jp/ 

セでは保育の現場における実践知を言語化し、共

有するために、パターン・ランゲージの手 法

（Alexander, et al., 1977; 井庭, 他., 2013）を採用し、

保育のパターン・ランゲージを作成することとした。 

本論文では、ベネッセにおける保育のパターン・ 

ランゲージの作成過程と概要について説明したの

ち、保育園での活用とその結果、考察を示す。 
 
2. 保育のパターン・ランゲージ 
2.1. 作成プロセス 
ベネッセの保育園におけるパターン・ランゲージ

の作成プロセスは、以下の 5 つのステップで構成さ

れている。 
 

①保育園訪問と園長へのインタビュー 
2017 年 6 月から 10 月にかけて、開設時期や地

域性、施設の特徴に基づいて選ばれた複数の保育

園を訪問し、園長にインタビューを実施した。この過

程で、保育理念の捉え方や実践への結びつき、さ

まざまなエピソードを収集した。 
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②インタビュー結果の分類と分析 

収集したインタビュー記録をテキスト化し、「ベネ

ッセの保育の考え方」で示された 4 つの環境（時間、

空間、人・仲間、遊び・生活）を基に、共通する要素

を分類した。それに基づき、約 70 のキーワードを作

成し、これらを用いて実践の情景を 100文字で記述

し、最終的に約 50 の言葉でパターンを的確に示し

た。 
③パターン・ランゲージの作成 
上記で得た約 50 の情景を「状況」「問題」「解決」

「結果」の要素に分解し、パターン・ランゲージのフ

レームワークに基づいて分析した。この過程で、「パ

ターン名」と「イラスト」も作成し、最終的に 7 つのカ

テゴリーから成る 40のパターンにまとめた。 
④試作版の完成とエピソード募集 

作成されたパターンが、インタビューを行わなか

った保育園でも実践されているかを検証するため、

53 の保育園全てに試作版を配布し、職員から関連

するエピソードを募集した。その結果、40 のパター

ン全てに紐づく 170のエピソードが寄せられた。 
⑤パターン・ランゲージの仕上げ 

収集された 170 のエピソードの中から、各パター

ンを象徴的に表すエピソードを選び、パターン・ラン

ゲージに加える形で、2018 年 12 月に完成版が作

成した。 
 
2.2. 作成した保育のパターン・ランゲージ 
本研究で作成した保育のパターン・ランゲージに

「その子の宇宙が拡がり続けるためのことば」と名付

けた。このパターン・ランゲージは、全 40パターンで

構成されており、７つのまとまりに分類される（図１）。

子ども一人ひとりが中心となる様々な環境（時間、空

間、人・仲間、遊び・生活）に焦点を当て、それぞれ

の子どもごとに異なる環境の捉え方を理解し、ベネ

 
2 企業主導型保育施設 ゆずっこ保育園

https://yuzucco.com/?p=675 

ッセの保育を進め、深めるための実践を支援する共

通言語として活用することを目指している。 

各パターンに関しては、図 2 に示すように、見開

き 2 ページで紹介されている。左ページの上部には

パターン名を掲載し、一行の短い文章と英文でパタ

ーンを連想させるとともに、イラストを用いて読者の

想像を刺激する。左ページ下部には子どもを取り巻

く状況が示され、右ページ上部では「その状況にお

いて」としてパターンを困難にさせる問題が端的に

述べられる。箇条書きで問題の根本や気付きの要

素が解説され、問題解決の糸口を明示する。中段

からは「そこで」として解決方法を紹介し、具体的な

事例をもとにした方法が記述される。そして、「そう

すると」として結果に至るプロセスが説明される。右

ページ下部には関連するパターンが紹介され、子

どもへの気付きや関わりを拡げる機会を提供する。

各カテゴリー間には、保育園から寄せられたエピソ

ードが挿入され、これによりパターンはさらに補完さ

れ、実践における行動の強化が促される。 
 
3. 活用と結果 
3.1. 活用方法 
本章では、「その子の宇宙が拡がり続けるための

ことば」の活用事例として、広島にある企業主導型

保育施設「ゆずっこ保育園2」のスタッフ12名、「ゆず

っこ保育園むかいしま3」のスタッフ 10 名、を対象と

した研修を実施した研修の事例を取り上げる。参加

者は、日頃から担当する幼児クラス（３～５歳児）、乳

児クラス（０～２歳児）に分かれ、１つのチームとなり、

グループで議論をしてもらった（図 3）。 

なお、研修を実施するにあたり、「その子の宇宙

が拡がり続けるためのことば」の内容を複数人で見

やすくするためにデザインされたカード版を使用し

た。以下、研修のステップである。  

3 企業主導型保育施設 ゆずっこ保育園むかいしま

https://yuzucco.com/?p=679 
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図 2  「その⼦の宇宙が拡がり続けるためのことば」の全体像 

 
図 1  「その⼦の宇宙が拡がり続けるためのことば」⼀例《ひとっていいな》 
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1. カードの配置: パターン・ランゲージのカー

ドを机の上に並べ、全員が見やすいように

する。 

2. 評価の分類: 参加者は話し合いを行いなが

ら、カードを「○」(園全体としてできている)、

「△」(一部できているが改善が必要)、「×」(で

きていない、改善が必要)の 3 つのカテゴリ

ーに振り分ける。 

3. 改善点の特定と議論: 「△」と「×」のカードか

ら、各参加者が 1 枚を選び、どのように改善

すれば「○」になるかを考える。参加者間で

被りがあっても構わない。 
 

3.2. 活用結果 
この研修を通じて、スタッフは保育の実践におい

て直面する課題を特定し、具体的な改善策を考え

出す機会を得た。各提案は、保育園の日常におけ

る小さな変化が大きな影響を及ぼすことを示してお

り、スタッフの意識と行動において重要な一歩を示

すものとなったことが窺える。以下、△と×となったパ

ターンと、具体的な改善案である。 
 
①「ゆずっこ保育園」での活用結果 
△09 どうしたの？一拍置いてみる 

• 保育者自身が声をかける前に一呼吸置き、

声をかけるようにしていく。 

• その子がなぜその行動をとったのかを考え、

そのためにどうすればいいのかを伝えていく。 

• 何がしたかったのか、どういう思いがあった

のかを考えるようにする。 
 

△12 遊びを軸にする 
• 園内だけの活動ではなく、園外へ出て思い

っきり体を動かして遊べる場所と時間を十分

に設けていく。 

• 運動会の練習で、コミュニティセンターを利

用し、思う存分走り回ったり、広々とした場所

を使ってのボールあそびをする姿を見て、

のびのびと遊べる空間を提供する機会が増

えると良いと感じた。 
 

△18 食べるは楽しい 
• 「おいしいね」などの声かけをしている。苦手

な食材でも頑張って食べるように、伝える時

は子どもにとってたのしくない時間かもしれ

ないけど、食べれた時は、「頑張ったね」「か

っこいいよ」など、子どもが頑張ったことを認

めてあげる声かけをしている。ゆっくり食べる

子や、なかなか食べ進まない子に、食べるよ

  
図 3  研修の様⼦ 
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うに伝えることがあるので、急がされていると

かんじないような声かけを工夫する。 
 

△23 ピットイン 
• 子どもは狭い場所を好むので、少し大きめ

の段ボールなどを立てて置いて中に入れる

ようにして、レースをかけるなどして、スッポリ

は言って落ち着ける場所を作るなどして一

息つけるようにする。 
 

×07 言葉は渡すもの 
• 子どもが大勢いる中では、日常的に声が大

きくなりがちなので、声の大きさで伝えるの

ではなく、一人ひとりとの対話を大切にし、

できるだけ近くでゆとりをもって接していくよ

う心掛ける。子どもの声に耳を傾ける。 
 

×28 小さなきっかけから 
• 散歩や園庭で育っている花や植物の小さな

変化を子ども達と共有していきながら過ごし

ていく。 
 
②「ゆずっこ保育園むかいしま」での活用結果 
△12番遊びを軸にする、25番自分で決める、31番
活動／発見の連鎖 
• 子どもたちはあそびから様々な学びを得て

いる。子どもの遊びが子ども主体となってい

るか？改めて撮り返ることで、より良いあそび

の環境を提供していきたい。その為にも子ど

も発信の言葉をしつかりとキャッチし、そこか

ら遊びを広げていくよう保育者が常に意識し

ていくようにする。また各クラスの担任がしつ

かりと子どもの様子を話し合うことで、誰が今

どんなことに興味を持っているか？など共有

して遊びのヒントにしていく。 
△11 変化は進化 
• 遊びがマンネリ化しないように、玩具の内容

を保育者が意識して変えていくようにする。 

• 子どもの発違にあった玩具を購入する。 

 
△05 1/365 
• おやつの時に HappyBirthdayを歌う。 

• お休みの間に誕生日がきた子どもも保育園

で祝うことができるよう、休み明けにお祝い

する。（誕生日会以外にも誕生当日をお祝

いする。） 
 
△04 足の裏から人生がはじまる 
• 日頃から散歩などで坂を歩く、積極的に散

歩へ行くようにする。 

• 広いグラウンドなどで遊ぶことができるように

公園も利用する。 
 
△023 ピットイン 
• 一息つける場所が保育者の目が届く所でな

いと危ない。 

• 0 歳児保育室のベットの隙間や牛柄マットの

上に座ることで落ち着く子どもがいるので、

子ども人に合わせてスペースをつくるように

していく。 
 
△30 遊びを混ぜない 
• 机や色マットで遊ぶ場所を分ける。出入り口

付近には玩具を置かないようにする。 

• 1 人遊びをしている子どもが遊びに集中して

没頭できるように、配慮する。 
 
×27 こどもからはじまる 
• 子ども主体性を大切にしながら保育をする。

（好き放題と混同しないようにする。） 

• 子ども発信のものを大人が拾ってできるよう

にしていくためには、職員間の話し合いや

観察力が必要。 
 
×33アトリ園 
• 子ども違が創作活動できる環境を作る。 
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• 設定保育の中で、保育者が廃材などを準備

して、自分たちで好きに物つくりができる環

境を作る。 
 
×39なみだとけんかは園の華 
• 保育者人人が個々でトラブルの対応を行う

が、共有ができていないので、事例検討をし

ながら一過性のある関わりができるようにし

ていく。そのための話し合いの時間を設ける。 
 
<感想・意見> 
今回の研修をすることで、日々の保育の良い振り

返りの機会となった。ゆずっこ保育園むかいしまとし

て目指している保育についても話すことができて良

かった。全体的にみんなが感じていた「子ども主体

の保育」をどうすれば良いか？できていないことは

何か？について話し合うことができて良かった。今

日の研修の内容が日々の保育に生かされるように、

できることをすぐに実践していきたいと思った。 
 
4. 考察 
本論文では、ベネッセの実践を集約したパター

ン・ランゲージを、ベネッセグループとは異なる保育

施設にて活用する試みを行った。 

パターン・ランゲージの活用の先行研究として、

例えば、学びに関するラーニング・パターン（Iba & 

Iba Lab, 2014）を用いて、個人的な学びの経験やエ

ピソードについて語り合う「対話のワークショップ」

（井庭, 2014; Iba, 2014）。他にも、パターン・ランゲー

ジをカード形式にまとめたパターン・カードを用いた

対話手法の報告もある。企業における企画の経験

やリビングラボ実践のノウハウ、保育現場におけるミ

ドルリーダーの実践経験の共有の場面で活用され

ており、経験を振り返るための手助けをすることや話

題が脱線することなく効率的にノウハウ共有すること、

実践のいきいきとした質感が他者に伝わりやすくな

る とい う こ とが報告 されている （ Iba, Mori & 

Yoshikawa, 2019; 天野他 ., 2019; 赤坂&中谷，

2020）。 

本研究で実施したワークショップの結果からも、

先行研究同様の効果として、改善点の特定とスタッ

フ間のコミュニケーション促進を促すことが示唆され

た。このことから、作成したパターン・ランゲージが異

なる施設の保育実践においても有効に機能する可

能性が示された。 

しかし、これは一つの事例に過ぎず、他の多様な

施設での実施とその効果の検証が今後の課題であ

る。パターン・ランゲージを異なる環境や条件下で

適用し、その普遍性と特異性を検証することが重要

である。また、スタッフの研修や教育におけるパター

ン・ランゲージの組み込み方法についても、さらなる

研究が必要である。今後は、より広範囲の保育施設

での実践を通じて、パターン・ランゲージの普及とそ

の効果の深化を図っていきたい。 
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